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No. 27 (1982) 

微小管タンパクに対するゲリセオフルピン誘導体の作用〈その 4)

共立薬大佐藤良博， O手塚貴子，小田泰子

〔日本薬学会第 102年会（1982年4月）で発表〕

〔目的〕 グリセオフルピン（GF）およびその誘導体の微小管および微小管タンパクに対する作

用については，一部すでに報告した［日化， 1981(5),746］。今回は，主に鏡像関係にある GF誘

導体を中心に，これらの構造活性相関を明らかにすることを目的とした。

〔実験） 微小管タンパクは，プタ脳から解重合一重合のサイクルによって得られる部分精製

チュープリンを用いた。 GF誘導体は最終濃度 0.2μM-200 μMにおける粘度変化を 37°Cにお

いて測定し，微小管への重合阻止活性をしらベた。

〔結果と考察〕 GF誘導体は下図に示した（1)-(14）を用い，重合阻止活性は Controlに対す

る粘度の低下度として求めた。

測定結果は，高濃度（100-200μM）と低濃度 C<50μM） とで活性の順位に逆転が見られる

例があるが，結論としては天然物の（+ )-GF構造が極めて重要な構造であることが証明された。
微小管に対する解重合活性または微小管タンパクに対するアグリゲート形成活性につし、ても併せ

報告する予定である。
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WIST AR系ラ.. ，トにおける UDP-GLUCURONYLTRANSFERASE

および SULFOTRANSFERASE活性の年令差・性差

松井道夫，渡辺宏

〔日本薬学会第 102年会（1982年4月）で発表］

〔的自〕 演者らは Wistar系ラットが Androsterone(AN）に対するグルクロン酸抱合能に顕

著な個体差を示し，その高 UDP-glucuronyltransferase(UDPGT）活性が常染色体優性遺伝で

あり，親ラットの遺伝型から高活性 CH）群および低活性（L）群に分類することができることを

報告した。今回， AN代謝の調節機構を解明する一環として， UDPGT活性および Sulfotrans-

-102-


